
　

●火薬類保安責任者試験
【とき】9月3日13:00～
【ところ】あわぎんホール
【試験の種類】甲種及び乙種火薬類取扱保安責
任者、丙種火薬類製造保安責任者

【受付期間】6月20日～29日(消印有効)
【受付場所】（公社）全国火薬類保安協会徳島試
験事務所

【願書請求先】徳島県火薬類保安協会
【問】徳島県火薬類保安協会
☎626-4656 FAX626-3766

●危険物取扱者試験
【とき】8月26日
【ところ】あわぎんホール
【受付期間】①電子申請：7月4日～11日17:00
②書面申請：7月7日～14日（消印有効）

【受付場所】①消防試験研究センターホーム
ページ②消防試験研究センター徳島県支部

【願書配布先】消防試験研究センター徳島県支
部、各消防本部、勝浦町役場、上勝町役場、佐那河
内村役場、県消防保安課、県庁ふれあいセンター

【問】消防試験研究センタｰ徳島県支部
☎652-1199 FAX652-1282

●県立病院職員採用試験（令和6年4月採用）
【とき】7月9日13:30～
【ところ】徳島会場：アスティとくしま、
大阪会場：CIVI北梅田研修センタｰ大阪会場
は、看護師のみ

【募集職種】看護師・医療ソーシャルワーカー・
診療情報管理士

【申込期限】6月29日
【問】県病院局総務課
☎621-2217 FAX654-9086

●県職員採用試験
【職種】①文化財②学芸員（考古）
【定員】各1名程度
【とき】7月16日
【ところ】①②県立博物館
【申込期限】①6月30日②6月27日
【問】①県文化資源活用課
☎621-3160 FAX621-2886
②県立博物館☎668-3636 FAX668-7197

【申請書配布場所】県管財課、県庁ふれあいセ
ンター、各総合県民局、東部県税局

【問】県管財課☎621-2067 FAX621-2828

●雲の会（わかちあいの会）
【とき】6月30日13：30～
【ところ】ときわプラザ2階
【内容】大切な人を自死で亡くされたご家族同士
で語り合う場です。悲しみは何年経ってもきえる
ものではありません。誰にも言えなかった苦しみ
を話してみませんか？ 秘密は必ず守られます。

【問】精神保健福祉センター
☎602-8911 FAX652-2327

●オｰプンとくしま・パブリックコメント
◆住民基本台帳ネットワｰクに関する事務全項
目評価書（案）

【内容】住民基本台帳ネットワｰク上保有する特
定個人情報ファイルについて、法令に基づき、情
報漏えい等のセキュリティ対策を記載したもの

【応募期限】6月30日
【問】県市町村課☎621-2081 FAX621-2829

※市外局番088を省略しています。

●徳島県食の安全安心審議会委員
【対象】県内在住の満18歳以上の人
【応募方法】6月20日までに、住所、氏名、電話
番号などの必要事項と「私が食の安全・安心に
大切だと思うこと」をテーマにした800字程度
の小論文を県安全衛生課へ送付

【問】県安全衛生課☎621-2110 FAX621-2848

●県立中央テクノスクｰル訓練生
【訓練科】①事務科1②医療事務科1
【訓練期間】①7月13日～10月12日
②8月1日～10月31日

【ところ】①龍昇学園②ニチイ学館徳島支店
【定員】①20人②20人うち母子枠1人
【受講料】無料（教材費等別）
【申込期限】①6月19日②7月5日
【問】県立中央テクノスクール
☎678-4690 FAX678-4692

●物品等の入札参加資格申請
  （令和5年10月1日～令和8年9月末登載分）

【申請期間】郵送・電子申請：7月1日～31日
持参：7月24日～8月25日

県庁だより
県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

●文書館の逸品展
　「絵はがきが切り取る徳島の名所」
かつて絵はがきは観光客誘致のための重
要なツールでした。徳島の名所が写真やイ
ラストで描かれています。今に残るものか
ら、もう見られなくなった風景までさまざま
な徳島の名所を紹介します。

【とき】開催中～7月30日（日）9：30～17：00
【休館日】月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）、第3木曜日 
【料金】無料  【ところ・問】県立文書館
☎088-668-3700 FAX088-668-7199

●第21回 文化の森 演劇フェスティバル
徳島で演劇に情熱をかける中学生から大
学生が文化の森に大集合! 熱い４日間を
お見逃しなく!

【とき】6月17日（土）、18日（日）、24日（土）、
25日（日） 各日開演10：30（開場10：00）

【ところ】県立二十一世紀館イベントホール
【料金】無料
【問】県立二十一世紀館
☎088-668-1111 
FAX088-668-7196

●あすたむらんど徳島 
　体験工房「きらきら星空ボトル」
わたと色水を使ってボトルの中に星空を
作ろう!

【とき】6月16日（金）～7月14日（金）
●平日／10：30～12：00、13：00～16：00（受付は各回終了30分前）
●土・日・祝日／10：00～16：30（受付は終了30分前）

【ところ】あすたむらんど徳島 体験工房  【参加費】300円
【問】あすたむらんど徳島
☎088-672-7111 FAX088-672-7113

●文学書道館 書道特別展 
　「小坂奇石－自作の漢詩を書く」
昭和を代表する美波町出身の書家・小坂奇石

（1901-91年）の自作の漢詩と、それを題材に
した書作品を紹介します。

【とき】6月16日（金）～8月3日（木）9：30～17：00
【休館日】月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
【料金】有料
【ところ・問】県立文学書道館
☎088-625-7485 FAX088-625-7540

小坂奇石「探梅之詩」
（63歳筆）

おでかけだより

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら詳しくは

こちら

※都合により試合日程が変更となる場合があります。

6月17日（土）19：00～ 
モンテディオ山形 【鳴門市民デー】
7月1日（土）19：00～ 
ザスパクサツ群馬 【松茂町民デー】
7月9日（日）19：00～ 
ファジアーノ岡山 【徳島県民デー】

●2023明治安田生命J2リーグ

鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム

7月7日（金）18：00～
香川オリーブガイナーズ（むつみスタジアム）

7月8日（土）13：00～
高知ファイティングドッグス（蛇王運動公園野球場）

●四国アイランドリーグplus2023後期公式戦

日程はこちら
ホームゲーム

日程はこちら
ホームゲーム

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する

「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

  土成町には、大きな農業用のため池である「浦
うらのいけ

池」が
あります。そこは、黄色の花を咲かせるスイレンのような
葉の植物「アサザ」がある池として知られてきました。こ
のアサザは準絶滅危惧種として環境省に登録され、市
の天然記念物にも指定されています。ただ残念ながら現
在ではなかなか見られなくなっています。この希少なア
サザ、実は私の母校土成小学校の中にある大きな池に
も広がっています。2013
年にアサザビオトーププラ
ンとして発表し、今のよう
にたくさん生えた池へと
成長したそうです。
　その後、家のメダカの
水槽にアサザが浮いてい
るのを見て、「こんなにきれいなのになくなるのはもった
いない」と思いました。
　土成町の自慢のアサザをぜひ一度見てみてくださ
い。夏前の6月ごろは特に黄色の花と緑の葉がとてもき
れいです。たくさんの自然に囲まれた土成へ来てアサザ
の美しさを感じてみてほしいです。

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
学校教育課  ☎088-621-3054 FAX088-621-2882

アサザ（阿波市観光協会提供）

●あわっ子文化大使リポーター
阿波市立土成中学校　木

きむら
村 心

ここな
奏

準絶滅危惧種のアサザ

鮎のハーブソルト焼き
① 鮎の腹に包丁を入れ、内臓を取り除き水洗いした

後、キッチンペーパーで水分をしっかり取る。
② ヒレと尾に多めの塩で化粧塩をし、全体にハーブソ

ルトをまんべんなくふる。
③ フライパンにオリーブオイルを引き、ニンニクのス

ライスを入れ香りを出す。
④ ③に鮎を入れ片面に蓋をして焼き、焼き目がついた

ら反対面を蓋なしで焼く。
⃝ 鮎1匹、ハーブソルト適量、塩適量、オリーブオイル

大さじ1/2、ニンニク1/2片

◀ レシピはこちらから  
　 レシピ提供：もうかるブランド推進課

作り方

材　料
（1人分）

「森林土木」という仕事を身近に感じ、
森林の大切さを知っていただく紹介
動画です。ぜひご覧ください。

●お問い合わせ先
森林整備課
☎088-621-2485
FAX088-621-2891

動画

「新・金太郎」森林土木で働く！

山地災害が起こる場合、山の斜面や
川の流れをよく観察してみると、多く
は事前に危険信号と思われる変化が
キャッチできます。特に８つの危険信
号に注意してください。

山地災害の危険信号を見逃すな!
８つの危険信号に注意してください。

ふだんから ●家族や地域ぐるみで山くずれのおそれがある場所や避難場所に
ついて話し合うとともに、実際に自分の目で確認しておきましょう。

危険信号をキャッチしたら
すぐ避難！

山くずれなどのおそれがある箇所では、テレビなどの気象情報に注意しましょう。

危険を感じたり、役場等から
連絡があったら早めに指定さ
れた場所へ避難しましょう！

●すぐ通報！
災害が起こったら、すぐに110番
か119番に通報しましょう！
●あぶない
災害の危険がある場所には
近づかないようにしてください！

出典：（一社）日本治山治水協会
「山地災害に備える」

わき水の量が急に増えた

わき水が増えた？
地鳴りの音が聞こえてきた

地鳴りがする
普段澄んでいる沢や
井戸の水がにごってきた

井戸水がにごった6 87

川がにごり、
木の枝などが混ざりはじめた

川がにごった
雨が降り続いているのに
川の水位が下がった

水位が下がった1 2

山の木が傾いたり
斜面に亀裂が走った

亀裂が走った
山の斜面から

石が転がり落ちてきた

石が落ちてきた
今までかれたことのない
わき水が止まった

わき水が止まった3 4 5

もしかして、
地下水の流れが変わり、
地すべりの前ぶれ？

もしかして、
上流の沢の山くずれ

が原因？

もしかして、
山くずれ発生の
サイン？

もしかして、
上流で山くずれが

発生？

もしかして、
山くずれが川の水を
せき止め、はん濫の

危険が…

もしかして、
地下水の流れが変わり、
地すべりの前ぶれ？

もしかして、
地すべりや山くずれ
の前ぶれ？

もしかして、
山くずれの
前ぶれ？

山
地
災
害
に
対
す
る
情
報
収
集
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、平
成
９
年
12
月
に

発
足
し
た
の
が「
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
制
度
」で
す
。県
職
員
Ｏ
Ｂ
や
市
町
村

職
員
、林
業
関
係
団
体
等
で
構
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、現
在
で
は

２
０
０
名
を
超
え
る
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
の
方
々
が
、活
動
し
て
い
ま
す
。

防
災
の
視
点
を

日
常
に
取
り
入
れ
て

　

三
好
市（
旧
山
城
町
役

場
）の
建
設
課
に
在
籍
し
、

長
年
に
わ
た
っ
て
道
路
整

備
や
災
害
復
旧
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
き
た
乘
常
さ

ん
。そ
の
豊
富
な
知
見
を

見
込
ま
れ
、県
の
要
請
を

受
け
て「
山
地
防
災
ヘ
ル

パ
ー
」に
着
任
し
た
の
が

平
成
24
年
６
月
の
こ
と
で

し
た
。

　
「
退
職
後
も
山
林
の
境

界
や
面
積
を
測
量
す
る
地

籍
調
査
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
お
り
、普
段
か
ら
山
奥

に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
多
い

ん
で
す
。防
災
設
備
の
異

常
や
、台
風
な
ど
に
よ
る

被
害
状
況
を
確
認
し
た
際

に
は
、で
き
る
だ
け
早
く

役
場
に
報
告
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」

　

近
年
で
は
、乘
常
さ
ん

の
よ
う
な
地
元
の
地
形
や

治
山
事
業
に
詳
し
い
山
地

防
災
ヘ
ル
パ
ー
が
増
え
た

こ
と
で
、防
災
や
災
害
復

旧
に
つ
な
が
る
情
報
が
集

ま
り
や
す
く
な
り
、県
が

推
進
す
る「
山
地
防
災
」へ

の
大
き
な
助
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
住
民
を

巻
き
込
み
な
が
ら

　
「
私
が
生
ま
れ
育
っ
た

三
好
市
山
城
町
の
小
歩

危
地
区
は
と
て
も
急
峻
な

地
形
と
な
っ
て
お
り
、昔

か
ら
災
害
が
起
こ
り
や
す

い
地
域
な
ん
で
す
」

　

記
憶
に
新
し
い「
平
成

30
年
７
月
豪
雨
」で
は
、三

好
市
全
域
で
山
腹
崩
壊
や

土
砂
崩
れ
が
相
次
ぎ
、住

民
の
方
々
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
「
地
域
で
は
高
齢
化
も

進
み
、車
を
運
転
し
な
い

方
も
増
え
て
い
ま
す
。何

か
あ
っ
た
時
に
助
け
合
え

る
体
制
を
築
け
る
よ
う
、

山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
の
活
動
に
加
え
、地
域

の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
一

人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を

高
め
て
い
け
れ
ば
」と
乘

常
さ
ん
。住
民
主
導
の
山

地
防
災
に
向
け
、こ
れ
か

ら
も
活
動
を
続
け
ま
す
。

●平成30年7月豪雨で、甚大な被害を受けた三好市。
　防災や復興に向けた治山事業が進められています。

三
好
市  
乘の

り
つ
ね常 

晃あ
き
お男 

さ
ん

培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
た
め
に
。

地
域
に
根
ざ
し
た

防
災
活
動
を
実
践

　

神
山
町
で
実
家
の
建
設

業
に
従
事
す
る
森
下
さ
ん

が
、県
の
要
請
を
受
け
、山

地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

活
動
を
始
め
て
か
ら
約
３

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
も
地
域
に

根
ざ
し
な
が
ら
生
活
を
し

て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か

ら
は
自
分
の
よ
う
な
若
い

立
場
の
者
が
中
心
と
な

り
、家
族
や
友
人
、周
囲
の

方
々
の
安
全
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

感
じ
ま
し
た
」

　

仕
事
柄
、地
元
の
地
形

を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、普
段
の
生
活
や
仕

事
の
範
囲
内
で
、災
害
の

予
兆
や
危
険
箇
所
な
ど

を
確
認
。時
折
届
く
地
域

の
方
々
の
声
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
、山
地
災
害

に
つ
な
が
る
情
報
を
役
場

に
届
け
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
に
精
通
し
た
人

が
防
災
活
動
に
加
わ
る
こ

と
で
、本
当
に
重
要
な
情

報
を
よ
り
早
く
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
」と

森
下
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

新
た
な
仕
組
み
も
登
場

　

山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
か

ら
の
情
報
を
よ
り
迅
速

か
つ
正
確
に
収
集
す
る

た
め
、県
で
は
今
年
度
か

ら「
山
地
災
害
調
査
ア
プ

リ
」を
本
格
的
に
導
入
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
台
で
、

危
険
箇
所
等
の
位
置
情

報
や
状
況
写
真
を
、関
係

機
関
へ
素
早
く
転
送
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
時
間
を
要

し
て
い
た
伝
達
作
業
が
、

わ
ず
か
数
分
で
正
確
に
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
現
地
調
査
な
ど
も
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、要

請
が
あ
れ
ば
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、空
中
写

真
の
撮
影
に
も
協
力
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

　

住
み
慣
れ
た
地
域
の
安

全
を
守
る
山
地
防
災
ヘ
ル

パ
ー
の
存
在
感
は
、こ
れ

か
ら
も
大
き
く
な
る
は
ず

で
す
。

神
山
町　

森も
り
し
た下 

悟さ
と
し至 

さ
ん

家
族
や
身
近
な
人
々
を
守
り
た
い
。

そ
ん
な
気
持
ち
が
原
動
力
で
す
。

●ドローンによる空撮やスマホアプリを活用した情報伝達
　など、山地防災への取り組み方も進化しています。
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地
域
の
安
全
を
見
守
る

「
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
」と
し
て
。


